
　＊入会ご検討中の方に限り、第1回または第2回の、いずれか1回見学いただけます。

 

 
 　　　 

 

ディア・マスターズ㈱　代表取締役　板倉　正幸 氏

 

 
 

＊経験年数、お役職等は問いません。ご経験やご関心の
　あるテーマ別のグループに分かれてディスカッション
　しています。

第1回例会

第2回例会

特　徴 参加対象

開催にあたって

事業会社のＩＲご担当者

オープンフォーラム（無料体験会）

2018年６月12日㈫　13：30～17：00（懇親会／17：00～18：30）　アイビーホール（表参道）

２．グループディスカッション

２．グループディスカッション

プロフィール：1985年京セラ㈱入社。1989年より日東電工株式会社で電子関連材料の海外営業に携わる。7年強
の海外駐在中にはフィリピン拠点を立上げて現地法人社長に就任。2006年から営業で培った製品知識を武器にIR
担当開始。IRグループ部長として同社退職の2017年2月までの10年間で5,000件の取材をこなす。2016年米
InstitutionalInvestor誌のベストIRプロフェッショナルズバイサイド部門3位選出。2017年3月ディア・マス
ターズを設立。IR実務に強い日本で最初のIRワーキング・コーチとして投資家の心をつかめるIRパーソン育成に努
めている。

内　容

内　容

1．ゲスト講演「投資家の心を掴む実践的IR活動」
　　　　　　　 　～知られざるIR優良企業に学ぶ～

1．事例講演 「塩野義製薬のIR活動」
2018年７月３日㈫　13：30～17：00　アイビーホール（表参道）

フォーラム
IR
第14期（2018年度） メンバー募集のご案内

https://www.bri.or.jp

　本フォーラムはIRパーソンがホンネで課題や悩みを共有できる会合を目指して
2006年に開設しました。発足以来「自社の課題がわかった」、「生々しい事例が共
有ができる」と毎期ご高評をいただいています。 日々のIR活動を進める中で「こん
なとき他社はどうしているんだろう？」とギモンに思った時、頼りになる“社外の
同僚”が得られる場として、ご活用ください。

IR

プロフィール：塩野義製薬㈱に入社以来、開発研究所において毒性生化学研究に11年間、その後医薬研究本部にお
いて2年間研究企画業務に従事。2008年に広報部へ異動、約2年半の米国勤務を含め広報IR業務に10年間従事し、
2018年4月より現職へ。

塩野義製薬㈱　広報部長 兼 秘書室長　京川　吉正 氏

１．レクチャー＆ディスカッション１．レクチャー＆ディスカッション
　先進企業の事例紹介、専門家による講演とディスカッションで、自社の課題を確認

２．実務に役立つプログラム２．実務に役立つプログラム
　アナリストとの対話、IRサイト相互評価など、IR活動の改善に直結する例会内容

３．課題活動３．課題活動
　工場見学会や懇親会も交えて楽しく学びあう中で、ヨコのつながりが広がります。

フォーラムラ
実践実践



参加要領
■参加費（消費税込）

　・見学会参加費、懇親会費等すべて含みます。
　・上記参加料で１社から2名までご参加いただけます。

正会員 237,600円 一  般 261,360円

■申込方法
　1研究会のウェブサイトで
　　ページ末尾の申込フォームから

　2メールで担当者あてに以下お送りください。
　　①会社名　②所属・役職　③氏名　④TEL
　　⑤メールアドレス　⑥正式申込／体験参加のいずれか
　・体験参加の方は見学希望の例会日もお願いします。
　・正式参加の方には請求書をお送りします。

■体験参加
　参加検討中で会合の様子を見てから決めたい、という方に限り、
　第1回または第2回例会のいずれか1回見学いただけます。
　お申込の際にその旨をお伝えください。

　＜体験参加のお申込に際して＞
　　・体験参加はメンバー募集の一環として行っています。
　　　個人的な勉強や情報収集が目的の方はご遠慮ください。
　　・体験参加後に正式入会いただく場合でも正規の参加費を
　　　申し受けます。

■お問合せ、お申込先

　一般社団法人 企業研究会　事業開発部
　担当：鎌田　E-mail kamata@bri.or.jp
　TEL 03-5215-3513
　〒102-0083　東京都千代田区麹町5-7-2　MFPR麹町ビル 2F

前期参加企業

メンバーの声

◆ディスカッションを通じて得た知識を更に深められる
昨年からIR担当になり当フォーラムに参加しています。IRの基礎知識を学べるセミナーはたくさんありますが、実践フォーラムの
良いところは、単に講義だけではなく、様々なテーマについてメンバーとディスカッションする機会があるので、得た知識をさらに
深め、自社に照らし合わせて考えられるところです。初めは話せる内容も少なかったですが、初心者でも気楽に質問できる雰囲気
でメンバーにも助けられました。また、他社の事例を聞くことで客観的な視点を持つことができ、自社の課題を発見して業務改善
に活かすきっかけにもなりました。共通の悩みや課題を相談し合えるメンバーと横の繋がりができるのは非常に貴重な場で、当
フォーラムの一番の魅力だと感じています。

◆IRパーソンとしての成長の場所
IRへの異動を機に昨年から参加しましたが、ここではIRに関するフレッシュな情報が手に入ります。参加各社による取り組み事
例紹介や投資家/弁護士など専門家の生の声は、現状を見直す良い機会になりました。ディスカッションタイムには、テーマ別に分
かれてフランクに話をすることができ（新任IR担当者テーブルやフリートークテーブルもあります）、昨年は特にフェアディスク
ロージャールールやMiFIDIIについて情報交換できたことが、とても助かりました。長くIRを経験されている先輩方の見方/考え
方から気づくことも多く、IRパーソンとしての成長の場所になっています。

ヤマハ株式会社　経営企画部　IRグループ　杉江　紗緒里

協和発酵キリン株式会社　コーポレートコミュニケーション部　IRグループ　大森　正雄

アイスタイル

旭硝子　

アサヒグループホールディングス

アズビル　

伊藤忠エネクス　

ウシオ電機　

宇部興産　

ＮＴＴ都市開発　

ＮＴＴドコモ

大阪ガス　

大塚ホールディングス　

オムロン　

オリンパス　

カネカ

キヤノン　

キヤノンマーケティングジャパン

協和発酵キリン　

キリンホールディングス　

クラレ

クレハ

ゴールドウイン

小林製薬　

サンリオ

資生堂

シチズン時計　

昭和電工　

新日鐵住金　

住友金属鉱山　

セイコーエプソン　

セブン銀行

第一三共　

ダイキン工業　

大正製薬ホールディングス

ダイセル

宝ホールディングス　

タマホーム　

中外製薬　

帝人

ＤＴＳ

東京エレクトロン　

ＴＯＴＯ　

東洋紡　

東レ　

ニチレイ

日産自動車　

日清食品ホールディングス　

日東電工　

日本化薬　

日本工営　

久光製薬　

日立化成　

富士電機　

富士フイルムホールディングス

ブラザー工業　

古河電工

三菱ガス化学　

森永乳業　

ヤマハ　

ヤマハ発動機　

ユニ・チャーム　

ユニプレス　

横浜ゴム　

ライオン　

リコー

ロート製薬　　

IR 実践フォーラム 検  索

日程※8月以降の内容は順次研究会のウェブサイトに掲載します。 IＲ実践フォーラム 検  索
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事業コード：180079


